
夏の訪れ（7月13日・佐々木裕美子さん宅のオープンガーデン夏の訪れ（7月13日・佐々木裕美子さん宅のオープンガーデン））

ホームページアドレスホームページアドレス　http://www.town.tobetsu.hokkaido.jp/http://www.town.tobetsu.hokkaido.jp/
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近
年
、「
本
の
読
み
聞
か
せ
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ど
こ
か
で
聞
い
た
覚
え
が

な
い
で
す
か
。
子
供
の
本
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る
現
在
、

学
校
で
も
本
の
読
み
聞
か
せ
や　

分
間
読
書
な
ど
が

１０

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
、
お
母
さ
ん
が
子
供
に
絵
本
を
読
む
、
紙
芝

居
を
見
る
、
朗
読
を
聞
く
な
ど
「
読
み
聞
か
せ
」
の
分

野
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
ま
た
「
本
を
読
む
」
と
い
う
こ

と
も
多
く
の
人
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、

日
々
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
と
、
子
供
の
目
線
で
絵
本

や
本
を
読
み
聞
か
す
こ
と
、
子
供
が
本
を
読
む
こ
と
は

成
長
す
る
過
程
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
と
は
分
か
っ

て
い
て
も
、
つ
い
つ
い
後
回
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

町
に
は
公
民
館
と
西
当
別
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
内
に
図
書
室
が
あ
り
、
町
内
の
方
は
簡
単
に
本
を

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

ま
た
、
子
供
た
ち
が
本

に
触
れ
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　第３土曜に西コミセンでおはなし会
（読み聞かせ・パネルシアター・工作など）を開催。
　西当小、ふとみ保育所での読み聞かせ、１０カ月児
健診時のブックスタートで、読み聞かせの大切さ
などを伝えている。「顔見知りになった子供たちが
町で声をかけてくれることもありパワーの源です」
と、子供たちの元気に支えられて頑張っている。
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高
島
木
綿
子
さ
ん
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（
緑
町
・
当
小
横
）
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毎
週
水
曜　

時
〜　

時

１３

１６

�
�
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2
、
5
0
0
冊

�
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�
　

堀
江
三
千
代
さ
ん

　毎週水曜に西コミセンで読み聞かせ・
手遊び・季節の行事イベントをお母さん方が
アイディアを出し合い手作りで開催している。
　７月１５日には、サークル主催の「第１８回絵本に
親しむ講演会」（年１回）に赤ちゃんを抱いたお母
さんが大勢集まり、絵本作家の樋口通子さんのテ
ンポのいい子育てや絵本の話に耳を傾けていた。
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三
村
安
希
子
さ
ん
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津
崎
里
美
さ
ん
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　「子供たちが自由な気持ちで読んでい
て楽しくなる本を選んでいます。来館し
た子にあった本が読めるようにアドバイス
もします」と話す代表の堀江さんの周りには子供
たちがたくさん。　当小の「サタデーキッズス
クール」の一環で子供の居場所づくりにも協賛。

　図書環境を考え、良くしていこうと活動
している。多くの方にも関心を持ってもらおうと
「学校図書」についての講演会、ワークショップな
ど開催。フリーマーケットの益金で本を購入、ル
ピナス文庫として毎年町に寄付しているほか、定
期的に会報誌を発行して図書室に配置するなど図
書環境に関心をもってもらう活動を続けている。

　　　　　　　　　　　　　平成１５年度分
��������
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16,1507,5638,587一般図書
11,9104,8537,057児童図書
�������������������������	

9,8145,5854,229一　般
���� 9,8375,2884,549児　童

���������������������������

19,01310,7898,224一　般
19,86511,0508,815児　童
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　今日は当別町の景観委員会が大きな木のコ
ンテストの結果を発表した。
　青山中央に「見晴しの松」と云われて樹齢
１３００年で幹回りが６ｍ余りの姿も立派なオン
コの木があり、個人の所有だが道の指定を受け
て保護されているものがあるが、実は二番川の
道有林に樹齢約６００年、幹回りが５ｍ余りの、
日本一と公表されているキハダの木があり、こ
の町にはすばらしい木があると云う事で当別
町景観委員会が町民が自分の敷地で長年育て
てきた木で太くて大きなものを探して認定し
たものである。
　高岡の江川さんのポプラは幹回り４�８５�
でポプラとしては当別で一番太いと認定され
た。樺戸の遊佐さんのイタヤカエデの木は３�
１８�でイタヤカエデとしては太さも大きさも
一番となったので、今回はこの２本の木を当別
町で認定証を差し上げた。
　景観委員会はこの後秋までに樹種別にもっ
と沢山の「当別一」の木を認定したいと云うこ
となので面白くなりそうだ。
　今後は大きさだけでなく、いわれのある木や
記念樹などを探して公表するといろいろな歴
史や物語があるような気がする。
　毎晩、犬の散歩路にしているスウェーデン大
通りの中学校のところに珍しいジャパニーズ
ライラック科のハシドイの木があり、白い花が
こぼれんばかりに咲いてライラックよりも薄
い上品な香りが漂う。車では感じられないが、
歩く人には心地良い香りで夜などまるで原産
地のヨーロッパに居るかのような感じになる。
誰がいつ頃植えたのか私にはわからないが、夏
の夜の散歩の楽しみの一つである。
　この町も木を大切に思う人がだんだん増え
てきたし、何十年後かにはスウェーデンのレク
サンド市のように大きな森で包まれた町にな
れるのではなかろうか。

　

当
別
町
に
は
長
年
の
風
雪
に
耐
え

て
大
き
く
成
長
し
た
立
派
な
木
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
が
住
ん

で
い
る
周
り
に
も
昔
か
ら
人
々
が
守

り
育
て
て
き
た
大
き
な
木
が
あ
る
こ

と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
大
樹
を

大
切
に
保
存
す
る
こ
と
で
美
し
く
緑

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
、

緑
を
大
切
に
す
る
意
識
啓
発
へ
と
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

住
宅
敷
地
内
に
あ
る
大
き
な
木
の
中

か
ら
、
美
し
い
景
観
委
員
会
で
審
査

を
行
い
、
当
別
町
の
「
大
き
な
木
」

を
認
定
し
ま
し
た
。
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○���　江川秀夫さん(高岡）
○��　ポプラ　○���　4�85� 

　調査した木の中で
は、ずば抜けて太く
樹齢約１２０年～１３０
年と聞きました。
　また、大きな木と
いう視点では明らか
にトップでした。

����������	������������������ 

　ポプラほど生長が
早くないが、健全で
かつ樹容が美観上特
に優れています。
　また、正確な樹齢
調査は困難ですが、
少なくとも２００年以
上と推察されます。

たくさんのご応募ありがとうございました。

各樹種ごとの大きな木も探していますので、

情報がありましたらお寄せください。  

○���　遊佐ヒロ子さん（樺戸町）
○���イタヤカエデ　○����3�18� 
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　町の鳥「ふくろう」をデザインした観光案内板
が、当別駅前広場に設置されました。駅前広場の
完成に伴って町観光協会が作成したもので、町内
１６団体の協賛金と町補助金など合わせ総工費
３,８７4,500円で完成しました。　FRP（強化プラス
チック）製で全長320�幅256�、町内の名所が写
真入りで案内されています。夜間には照明も灯り
ます。町のシンボルとなるように皆さん温かく見
守ってください。
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　毎年文化公演活動を行っている当別ふくろう隊（武田龍
太郎隊長）が、１０周年記念公演「とうべつ創作民話～落
語と朗読の世界～」を大成寺会館で開催し、１００人の観客
が楽しみました。
　今回清水三喜雄さ
ん（みどり野）が執
筆した創作民話「龍
棲む村に亜麻が咲
く」が、女優の青坂
章子さんの抑揚の効
いた朗読と、三遊亭
圓窓さんの江戸小話
に結びつけた落語で
語られ、観客も笑い
の中からいつしか舞
台に引き付けられて
いました。
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　(７月９日）
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　(６月２６日）
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　本町出身で小説「石狩川」の作者、本庄陸男の生誕百年を記念するイベ
ントが町観光協会の主催で西当別コミュニティーセンターを中心に開かれ
町内外から2,500人が訪れました。
　初日には、本庄氏がビトエ在住時代に小学校で同級生だった大西孝ニさ
ん(江別市）や、甥の本庄覚さん（帯広市）なども出席し会場前でテープカッ

トが行われました。
　２日目は文学碑前で行
われた献花式後に西当中
合唱部の合唱やふとみ元
風会のヨサコイなどが披
露、夜には小説家吉村昭
さんの文化講演会「史実
と歴史小説」も開かれ、多
くの町民が本庄氏の偉業
を偲びました。
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　(7月16日～１８日）
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　町商工会が主催
する「SUNキュー
フェスティバル」
が白樺公園とまち
の駅「アウル」で
開かれ、小雨の中
約2,000人の町民でにぎわいました。
　ヨサコイを見ようと集まった観衆に、ふとみ元風
会をはじめ近郊から集まった８チームが元気いっぱ
いの踊りを披露、祭りを盛り上げました。
　例年行われている、園児の綱引き大会（優勝・当別
幼稚園Bチーム）や３人一組の丸太切り（優勝・当中

� ������������������������������������

　町民に健康について考えてもらおうと町が昨年に
引き続き「ゆとろ」で開催した「健康なまちづくり
研修会」に主婦など５０人が参加しました。
　江別保健所の澤口多恵美さんから、地域に根ざし
た質の良い食材を使ってその土地の伝統料理を大切
にし食文化を見直すことが健康づくりにつながって
いくと「スローフード」についての説明がありました。
　また、町の大倉管理栄養士が町民の食習慣や食事
量、栄養摂取量など食生活実態を、グラフを使いわ
かりやすく説明しました。
　その後のグループワークでは、各家庭での食生活
の様子や普段から
食に気をつけてい
ることなどを出し
合いながら、これ
からの健康づくり
に大切なことを話
し合いました。
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　「コンサドーレ札幌」の応援ソングのビデオ
撮影が２日間にわたり町内で行われました。
　「当別２１夢倶楽部フィルムコミッション」
を通じて依頼されたもので、当別中学校３年
生の女子が主役を務めたほか、同校生徒や町
民２０人以上が高校生役などでエキストラ出演
しました。夏空の下、当別駅前、当別中学校
前など町内７カ所で撮影されたビデオは、コ
ンサドーレの試合時にスクリーンに映される
予定です。

　当別高校が就業体験を通して職業観を身に
着けてもらおうと行われたインターンシップ
事業に、３年生５６人が参加、町内の商店・事
業所１５カ所で職業体験をしました。
　生徒は、研修先で開店前の準備や接客、仕
事の仕方などを学びました。
　「開店前の準備の大変さや、仕事をすること
の難しさがわかった」と話す参加した高校生
は、ビジネスマナーなどを体験し、これから
の職業選択に生かします。
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(７月６日～１３日）
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(7月17～18日）
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職員チーム）の白熱戦にも大きな声援が送られました。
　切花即売会、フリーマーケット、飲食コーナーも好評で
多くの町民が品定めをしながら、楽しみました。
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　本校では、読
書活動の充実を
図るための各種
取り組みを行っ
ています。司書
教諭を中心にボ
ランティアのお

母さんの手で図書修理などもされています。
　また、今年度から町内で初めてコンピュータ
による図書管理も導入し、バーコードリーダー
を使って本を借りる手続きも簡単になり子供
たちもどんどん本を借りて読むようになりま
した。読書傾向もすぐにグラフ化され、読書好
きな子供の育成に役立つことと思います。
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　両園は７月２日に夏の
伝統行事の七夕祭りを短
冊飾りや七夕のお話、花
火大会などでにぎやかに
開催しました。　
　当別幼稚園では、園児
らが「ろうそくだせ」の歌
を歌いながら元町町内を

ちょうちん行列して地域との触れ合いを深めました。鉄北
幼稚園では家族や近所の子供たちも参加して、ヨーヨーつ
りや型ぬきなどを一緒に楽しみました。これからも工夫を
加えさらに園児が楽しめるものにしていきます。
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　本校は、昨年に続いて札幌の幌北小学校と
の交流を行っています。都市部の大規模校
との交流を通して、豊かな人間性や社会性、
コミュニケーション能力を身につけること
がねらいです。　
　今年度は、長年続けてきた「米作り」を中
心に取り組むことで、自分たちの住んでいる

地域に対しての自信と誇りを持たせようと考えます。活動の主な内容は、共
同の田植え、稲刈り、幌北小学校へ出かけての収穫祭などで、他にも交流会、
ビデオレターや手紙の交換など、１年を通した交流を進めています。
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　本校では地域の特色を
生かした総合的な学習を
進めています。２年生は
町の主産業である農業、
なかでも「コメ」にスポッ
トをあて、地域の方の田
んぼを借り、田植え、草
取り、稲刈りなどの体験
的学習を行っています。

　また、ライスセンター、酒蔵所の見学などを
通して生産の仕方や流通過程、加工品など幅広
い学習を行います。
　そして、生徒たちの一番の楽しみは何といっ
ても自分たちが丹精込めて育てた「お米」を試
食する秋の収穫祭です。

　本校では、体験的な学
習活動として「総合的な学
習の時間」を行っており、
今年度は柱のひとつに、
森づくりセンターの協力
で、森林体験学習を実施。
　５月には「きのこ栽
培」、６月には子供たちが
作った薪で「炭づくり」を

行い、炭のできあがりに驚きや歓声が上がりました。　７月
には全校宿泊学習。１年生から６年生の縦割り班を構成し、
火起こし・枝打ち体験や作った炭を使っての夕食づくりを行
い、自分たちで計画し活動することの喜びや協力すること
の大切さを学びました。人や自然との触れ合いを大切にし
た体験学習を通して、輝く目で笑顔あふれる子供を育み、心
豊かな人間の育成を目指しています。
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生 涯 学 習 だ よ り

���������

　7月3日に江別市野幌公民館
で開催された「少年の主張石
狩支庁地区大会」で管内各市
町村代表９人が、日常生活や
学校生活で考えていることを
発表しました。
　町からは西当別中３年の新宅ありすさんが“子
どもが変える、そんな世界目指して！”をテーマ
として出場し、みごと優秀賞を受賞しました。

　文部科学省が今年度から
実施している「地域こども教
室推進事業」の認定を受け土
曜日の子供の居場所づくり
を行うために当別小学校
PTA・ボランティア団体・文
化協会・社会福祉協議会・町
体育指導委員・社会教育委員
などで実行委員会（中野政幸
委員長）を立ち上げ、子供た
ちが学校へ居場所を求めて
来るような企画を計画。
　土曜日に行うことから『サ
タデーキッズスクール』と呼
ぶことにし、６月２６日に１回目を開催しました。ブーメ
ランづくりや本の読み聞かせ、囲碁教室、読書、スポーツ
などに１６５人の子供たちが集まり、思い思いに自分の好
きなことを楽しみました。
　実行委員会では、土曜日と水曜日に開館の『当別こども
図書館』の事業に合わせて年間５０回程度を行う予定で、
毎回楽しいイベントを企画します。
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2.90.4���
3.51.2���
1.19.8���
5.840.7���
23.327.2���
31.415.7���
19.23.4����
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　「朝ごはんを食べるよ
り、寝ていたい」｢食欲が
ない」｢ごはんをつくって
くれないから・・・」と言っ
て朝食をとらずに、登校
する人がいるようですが、朝食と脳の
働きには密接なつながりがあります。
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　６月２６日に小樽市在住
で音楽療法に取り組む中
村祐子先生をゆとろに招
いて、鼓動など体内にある
音楽に働きかけ、楽しい気
持ちを湧き上がらせる音
楽遊びの体験を、ゆうゆう
２４の学生ボランティアを中心に実施されました。
　当日は、子供３３人、大人４３人の参加で３歳未満、
４～５歳、６歳以上の３グループに分け、年齢に
あった音楽遊びをそれぞれ行いました。

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
����������������

　７月１６日、１７日に行われた石狩管内中学校
体育大会で、優秀な成績を修めた団体、個人
が全道大会に出場することが決定しました。

　����（７月２５日～２７日　旭川市）
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�����（７月３０日～３１日　札幌市）
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�����（８月６日～８日　函館市）
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（７月３１日～８月１日　稚内市）
���������	
��
�����

（７月３０日～８月１日　岩内町）
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　今月は��������	�
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�����皆さんに納めていただ

く税金は、皆さんの生活を豊かに

するために使われています。

　計画的な納税で未納のないよう

お願いします。

��������	

　毎月第２・第４木曜の19時３０分

まで、夜間の納税相談窓口を開設

しています。��������	


��������

　納税相談・窓口納付・軽自動車

税納税証明書など税務課窓口で

行っていますのでお気軽にご相談

ください。

▼����税務課納税係 （�23－

2332）

�������

������　町が指定する英語
圏の国（アメリカ合衆国を予定）
����　応募締切日で当別町に１
年以上在住する高校生（町内外の通
学は問いません）
�����　主催者に支払う参加
費用の２分の１を町が補助します。
ただし、パスポート取得費用、旅行
保険、ホームステイ先での外出時の
食費、単独行動時の費用などは自己
負担になります。
��������	
�

　ホストファミリー（受入家庭）の
中で、日本語を話せるのはあなた一
人だけです！カタコトでもいいの
で話しかけて、積極的にコミュニ
ケーションを楽しんでください。　
　ホストファミリーも「家族」とし
てあなたを迎える準備をしてくれ
ています。
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��������　新千歳空港発
着アメリカ西海岸コース（全行程添
乗員同行）を予定。
���　１２月下旬～１月中旬
　を予定。（20日間程度）
�����　高校生２名程度
�����　９月１日（水）～８日
（水）まで。
�������　８月１日から役場
２階・企画課で配布します。
（土・日曜、祝日を除く役場開庁時
間内。）
�����　申込書（写真添付）・
作文（日本語と英語）など。
���　１次試験～書類選考
　２次試験～英会話と面接試験
������　９月下旬を予定。
���　企画課企画振興係（�２３－
３０４２）
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3,725����������

2,062��������

1,585��������

1,417��������

1,136����������

313����������

81������������
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������　15,904人
����　　　10,688人
���　　　　　 67.20％

���������

������　15,910人
����　　　10,687人
���　　　　　 67.17％

��������������

522.9083,2273,749.908���

733.4882,1682,901.488�����

1,302　5051,807　���

　　98.5909771,075.590�����

62　308370　�����

34　138172　���

33.011101134.011������
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▼����　消防職（初級職）

▼�����昭和５７年４月２日か

ら昭和６０年４月１日までに生まれ

た者で、救急救命士の有資格者も

しくは資格取得見込みの者であ

り、日本国籍を有し、地方公務員

法第１６条に該当しない者。

▼����　勤務地に居住可能な

どの条件がありますのでお問い合

せください。

▼�����　４名（石狩消防１

名、当別消防２名、厚田消防１名）

▼���　９月１９日（日）

▼����　当別消防署（錦町）

▼����　８月６日（金）

▼�����当別消防署、町総務

課人事係に備え付けてあります。

▼��　石狩北部地区消防事務組

合消防本部総務課（「当別消防署」

内・�２３－２１１９）
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▼����　平成１６年４月１日現

在で満６０歳未満の保健師か助産

師か看護師の資格を有する方。

▼����　１名

▼����　９月１日から３月３１

日まで。（月に８日程度）

▼����　８時４５分から１７時

１５分まで。

▼���　ゆとろ（西町）

▼����　機能訓練事業・健康

相談・予防接種業務・乳幼児健診、

家庭訪問指導など。

▼����　9,５00円

▼����　履歴書・免許書の写

し・本人の住民票

▼�����8月２５日（水）

▼������福祉課保健サービ

ス係（「ゆとろ」内・�23－２３４６）

　北海道立農業大

学校は、近代的な農

業経営に必要な高

度な知識・技術・経

営能力を備え、次代の農業と農村

を担う優れた農業後継者を養成す

るために、実習など実践的な学習

を主体とした特色ある教育を行っ

ています。

▼���������	
�

�畜産経営学科・畑作園芸経営学

��������	
��������	
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　放送大学北海道学習センターで

は、１６年度の第２学期学部生・大

学院修士科目生を募集しています。

�����

▼�����　全科履修生、選科

履修生、科目履修生

▼������

①18歳以上は、全科履修生とし

て、また15歳以上は、選科・科目

履修生として入学が可能です。

②全科履修生は短期大学などから

3年次編入学が可能です。

③入学試験はありません。

����

▼�������　修士全科生、

修士科目生。

▼������

①修士科目生は18歳以上であれ

ば、試験がなく入学が可能です。

▼����　８月３１日（火）

▼���������	
　同セ

ンター（〒060－0817　札幌市北区

北17条西8丁目「北海道大学」内・

�011－736－6318）

���������	
��������	


�� ��

科～計６０人（２年間）

�稲作経営専攻コース～１０人（２

年間）

▼�����高等学校を卒業（平

成１７年３月卒業見込みを含む）ま

たは同等以上の学力を有すると認

められ、同校を卒業後に道内で農

業に従事する意志を有する方。

▼��������	
９月２４日

（金）～１０月４日（月）までに

直接同校に提出。

▼����同大学校教務係（中川

郡本別町/�０１５６２－４－２１２１・

内線２０５）、または農林課農務係

（�23－3091）へ。

　町では、排水設備指定業者の資

格要件に『排水設備工事責任技術

者』の登録を義務付けていますが、

同技術者資格取得のための全道統

一試験が実施されます。（既に登

録されている方は、受験の必要は

ありません。）

▼����　１１月１０日（水）１３

時３０分

▼���　札幌市ほか

▼����　試験地で１０月に開

催します。

▼������　受験料4,000円

受講料3,000円（テキスト代込）

▼����　９月１日（水）～１０

������
��������	
��


�� ��

日（金）の９時～正午、１３時～１５

時３０分まで。（土・日曜は除く）

▼������　下水道課庶務係

（� 23－3542）

���������	
�����

�� ��



��������	 ��

　老人保健法医療受給者証を持っ

ており、医療費が一定額以上に

なった方には��������	

���を送付しています。

　この申請書を提出することで、

今後医療費が自己負担限度額を超

えた場合に高額医療費として受給

することができます。�����

��������	
��
��

��������	�
��


��������
��������	
��

�� ����

��（領収書は不要です）

��������	


��������（平成１４年９月３０

日現在、既に７０歳以上であった

方）

���������	
��
��

��������	
��
�

（身体障害者手帳１～３級及び４

級の一部、療育手帳（重度）の交

付を受けている方など）

����������	
�　

　１カ月分の領収書・印鑑・金融

機関（郵便局を除く）の通帳・健

康保険証・医療受給者証を持参し

手続きすることで、高額医療費を

受給することができます。

▼�������福祉課福祉係

（「ゆとろ」内・�23－3019）

　町では、すべての町民が生涯を

通して心身ともに健やかな生活を

送れるように「(仮称)当別町健康

づくり計画」を策定しています。

　現在委員会では、������

��������	
���
�

����について情報を共有し意

見交換を行いながら行動計画づく

りを進めています。

▼��　８月１９日（木）　１８時（２

時間程度）

▼��　ゆとろ（西町）

▼��　栄養・食生活の具体策に

ついて

��������	
��
�
��������

�� �� ▼��　福祉課保健サービス係

（「ゆとろ」内・�２３－２３４６) 

��������	���������

�健康保険証と印鑑
�身体障害者手帳
　または療育手帳

①身体障害者手帳1級・2級の方と、3級（心臓・腎臓・呼
吸器・ぼうこう・直腸・小腸または人免疫不全ウイルス
により免疫機能に障害がある）の方。

②療育手帳「Ａ」判定の方。
③精神科医から「重度知的障害者」と診断された方。

��������

�健康保険証と印鑑
�児童扶養手当証書ま
たは戸籍謄本

①父親がいない（行方不明等も含む）または父親が重度心
身障害者等の家庭の母親と児童。

②両親のいない児童。
③母親がいない（行方不明等も含む）または母親が重度心
身障害者等の家庭の父親と児童。（１０月１日から）

※対象者は20歳未満の児童と母または父。（18歳以上の児
童は在学証明書等が必要。）

※児童は入院と通院、母または父は入院のみ助成対象。

������

���������

��������

※��ともに所得による制限があります。
　（�は、前夫、前妻からの「養育費」も所得金額に加算されます。）
※平成１６年１月１日の時点で当別町に住民登録がない方は「所得証明書」も必要。

���������	

��������������	


���

��������	
��
��

��������	
��
��

�母子家庭等医療費の対象範囲が

拡大され、��������とな

��������	
��

��������	
��

�� ��
ります。

　��������	
��
��

���������	
��
�

��������	


��������	


　市町村民税課税世帯の重度心身

障害者・ひとり親家庭等医療費受

給者の医療費自己負担額は、医療

費の原則１割負担となります。

（入院40,200円、入院外12,000円

の月額上限があります。）

　３歳未満児と市町村民税非課税世

帯の方は、従来どおり初診時一部

負担金のみの自己負担となります。

▼��������	
��
�

　表のとおり

▼������　福祉課福祉係

（「ゆとろ」内・�23－3019）



�������������������������

����������

　現在お持ちの��������

��������	
��
���

��������	


　引き続き「特定疾患医療受給者

証」が必要な方は、������

��������をしてください。

　なお、申請には臨時受付窓口を

設けますのでご利用ください。

������

���　８月９日（月）・１０日（火）

９月９日（木）・１０日（金）

▼��　１０時～１２時・１３時～１６時

���　役場一階大会議室

�昨年と会場が異なりますのでご

��������	
��������	


�� ����

　現在使用されている�����

��������	
��
����

新しい被保険者証は９月中旬に郵

送する予定ですが、窓口交付希望

の方、長期間不在のため郵送日の

変更を希望する方は８月３１日（火）

までに電話で申し込みください。

��������	
��
��

　家族の中で出稼ぎなどのため

「遠隔地用被保険者証」が必要な

方は役場窓口で申請してくださ

い。

��������	
��
�

　４月以降に「学生用被保険者証」

の交付を受けている方は「旧学生

用被保険者証」と新しい「被保険

者証」を持参し窓口にお越しくだ

さい。

　また、新たに必要となった方

は、学生証など学生を証明できる

ものと新しい「被保険者証」を持

参し申請してください。

��������	


　被保険者証は毎年更新しますの

で、有効期限は、平成１７年９月

３０日です。

����������	

��������	
�

�� ��

▼���　住民生活課国保年金係

(�２３－２４６７)

�������

　「広報とうべつ７月号」に掲載し

ました「知っていますか国民健康

保険税」の介護保険料について誤

りがありましたので、訂正し深く

お詫びします。

（誤）介護保険料　

平等割5,800円　均等割5,000円

（正）介護保険料　

平等割5,000円　均等割5,800円

注意ください。

�ご都合の悪い方は江別保健所と同

石狩支所で随時受け付けています。

������

�有効期間更新申請書・臨時調査

　個人票

�世帯全員の住民票

�生計中心者などの所得税額を証

　明する書類

�健康保険証のコピー

�同意書（国が定めた疾患のみ）

▼���江別保健所（�011－

383－2111）

　口座振替をご利用になると、預

貯金口座から自動的に国民年金保

険料が引き落とされるので、毎

月、金融機関に納めに行く手間と

時間が省け、納め忘れの防止にも

なり安心です。毎月の保険料の振

替日は翌月末日です。

▼�����

　「通帳」・「通帳届出印」・「国民年

金保険料納付書」を持参し、ご利

用の金融機関または社会保険事務

所の窓口でお申し込みください。

お申し込みや引き落としに手数料

は一切かかりません。

※口座振替の開始は、お申し込み

の１～２カ月後となります。開始

月は、後日送付される「国民年金

保険料口座振替のお知らせ」（ハガ

キ）でご確認ください。

��������	
�
���������	
��


�� ��

���������	

　８月１１日（水）・２５日（水）
　1階国保年金係へお気軽に
　お越しください。
���������	


��　札幌北社会保険事務所
��　８月２０日（金）
　　　１０時～１５時
��　商工会館（錦町）

��������	
��������	
�

�� ������

　児童手当の対象となるお子さん

がこれまでの��������か

ら��������	
��
��

��������に拡大されるこ

とが正式に決定しました。

　すでに、小学校１～３年生のお

子さんには学校を通じ�����

��������	
�����

�が、まだお手元に届いていない

方、保護者は単身赴任などで当別

町に居住しているがお子さんは当

別町以外に住んでいる方は福祉部

子育て担当までご連絡ください。

　また、����

��������

��������

��������

���にご協力

ください。

▼������　福祉部子育て担

当（「ゆとろ」内・� ２３－３０２４）



��������	 ��

　「しそ」はカロリンが

多く、おなかの調子を

整え食欲を増進する働

き が あ り ま す。　甘

酸っぱくて口あたりが良い「しそ

ジュース」を一緒に作りませんか。

▼��　８月２５日（水）９時３０分

▼��　白樺コミセン（白樺町）

▼����　８月２０日（金）

（定員３０名）

▼���　生活改善実践グループ・

宮本（�26－2363）

������������

�������

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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�����
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　町さわやかパー

トナー推進協議会

では、２０歳以上の

独身女性を対象に農業・商業青年と

の交流会を開催します。多くのイベ

ントを用意していますので是非ご参

加ください。

����　９月４日（土）～５日（日）

���　道民の森ほか

※JR太美駅から車で送迎。

���　ガラス製作体験、いも掘り、

焼肉パーティー、ゲーム大会など。

�����　８月２０日（金）

����　無料

������　同推進協議会（「町農

業委員会」内・�２３－３２７９）



�������������������������

����������

�������

��������

���������	
「病気について学
ぼう」～統合失調症を中心として～

８月２７日（金）
１３時～１５時４５分

���

������「体験をとおして関わり方を
学ぼう」Part１～こんな時どうする？～

９月１０日（金）
１３時～１５時４５分

���

������「体験をとおして関わり方を
学ぼう」Part２～こんな時どうする？～

１０月１５日（金）
１３時～１５時４５分

���

�������「社会資源の知識とその
活用について考えよう」～体験してみて
思うこと～   

１１月１２日（金）
１３時～１５時４５分

���

　江別保健所では統合失調症で療

養されている方のご家族を対象

に、病気や対応の仕方を学習し、

家族同士の交流を図ることをねら

いに学習会を開催します。

▼���発病１０年以内、または保

健所の学習会に参加したことのな

い統合失調症圏の患者の家族。

�������
��������	
�

�� ����
▼���江別市総合社会福祉セン

ター （江別市錦町１４－８７）       

▼����４回続けてのご参加が

望ましいですが、ご都合の良い日

程だけの参加も可能です。

�������　８月１８日（水）

までにお電話で申し込みくださ

い。江別保健所子ども・保健推進

課精神保健福祉係（�０１１－３８３

－２１１１）      

�������

��������	


���������	
��
���

��������	
��
�����

�����������������

��������	
��������

��������	��������	

�������������������

���������	
���
�����

���������	
��

　消防法の規定により、次の施設

には防火管理者が必要です。

▼����

�集会場、飲食店、店舗などで収

容人員が３０人以上の不特定多数

の者が出入する施設。

�アパート、学校、事業所などで

収容人員が５０人以上の施設。

▼����　９月８日（水）～９

日（木）　１０時～１７時まで。

▼��　花川北コミュニティセン

ター（石狩市花川北３条２丁目)

▼����　８月２６日（木）

▼��　７０名

▼���　受講料は無料（参考図

書代金として２,８００円が必要）

▼�����　申請書は当別消防

署消防課予防係にあります。（�

２３－２５３７）

�������
��������	
�

�� ����

��������	
������

�� ��

▼企画部参与（行財政改革担当）

～高橋通

▼同参事（同）～阿部清明

▼同主幹（同）～五十嵐一夫

▼税務課納税係長～三浦明彦
��������	�
������

���　町内地域子ども会育成
会、ＰＴＡ会などで1団体5人以
上が対象。
�����　電話で開催場所、
希望する講座、日時などお知ら
せください｡
����　開催場所は各自で準
備してください｡
������　町教委社会教育
課社会教育係（「総合体育館」内 ・
�22－3834/�22－3832）

��������

▼��　8月26日（木）１８時３０分～２０時３０分
▼��　ゆとろ（西町）
▼��　北海道医療大学歯学部教授江口正尊さ

ん

���������	


▼��　9月10日（金）１０時～１２時
▼��　公民館（末広）
▼��　北海道医療大学看護福祉部教授谷中輝雄さ

ん

����　無料
���　町教委社会教育課（「総合体育館」内・�22－3834）

������

パン・お菓子づくり長野妙子
木工、自然体験
（冬の体験）

中野政幸

パッチワ―ク下平道子
豆腐づくり・押花を
使った名刺づくり

村上スミ子・
宮本早苗

星の観測立川一美

そば打ち
当別手打ち
蕎麦の会

����������

��������	
��

��������	
��
��

��������	
�



��������	 ��

　交通事故による道内の死者数は６
月５日現在１４１人となり、昨年より
１１３日も早く全国一位になりました。
北海道と道警本部では6月7日、「交通
死亡事故多発 非常事態」を発信し、
市町村と連携して事故防止運動を取
り組むこととしました。

　町では
道内で高
齢者の死
亡事故が
多発して
いること
から、老

人クラブに参加を呼びかけ、交通安
全指導員７人を含む１４０人が、６月
２４日宮永建設前国道２７５号で、通過
車両に安全運転を呼びかける「セー
フティコール」を実施したほか、自身
の事故防止意識も高めました。
　7月1日
には、交
通事故死
ワ ー ス
ト・ワン
返上を目
指し、石
狩管内の市町村が、同時刻に各地域
の国道でセーフティコールを実施す
る「ルート・フラッグ作戦」を実施
し、同じく宮永建設前国道２７５号で、
交通安全指定地域団体の栄町町内会
や樺戸町婦人部など６０人のほか、新
篠津村からも１８人が参加し安全運転
を呼びかけました。
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�145541����

101�����

�288759�����
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▼
湯
浅
俊
一
さ
ん
（
東
裏
）
か
ら　

万
円

３０

▼
田
村�
さ
ん
（
園
生
）
か
ら
５
万
円

▼
高
島
貞
男
さ
ん
（
西
町
）
か
ら
５
万
円

▼
工
藤
ト
シ
さ
ん
（
東
町
）
か
ら
５
万
円
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り

ん
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�
な
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み
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�
ゆ
う

き

�
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�
�
た
い
ち

�
��
�
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�れい

�
��
��
�
�
と

わ

�
��
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�
�
ゆ

い

�
��
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�
け
ん

た

�
��
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�
�
り
ゅ
う
と
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竹
田　
 
俊
男 

と

し

お

田
村
ミ
サ
ホ

板
切　
 
武
美 

た

け

み

遠
山　
　
 
昇 

の
ぼ
る

熊
谷　
　
 
洋 

ひ
ろ
し

田
中　
 
吉
造 

き
ち
ぞ
う

佐
藤　

ソ
メ

竹
内　
 
友
幸 

と
も
ゆ
き

工
藤　
 
末
治 

す

え

じ

竹
田　
 
俊
雄 

と

し

お

�
橋　
 
文
治 

ぶ

ん

じ

實
川　
 
武
雄 

た

け

お

永
根　
 
忠
男 

た

だ

お �
�〈　

〉
８２

〈　

〉
９６

〈　

〉
７３

〈　

〉
８９

〈　

〉
８０

〈　

〉
９２

〈　

〉
９９

〈　

〉
７５

〈　

〉
８３

〈　

〉
６９

〈　

〉
７８

〈　

〉
８６

〈　

〉
85

�
�
�

　

誠

　
�本　

人

　
�本　

人

本　

人

本　

人

本　

人

本　

人

本　

人

本　

人

本　

人

本　

人
��
�

春
日
町

園　

生

樺
戸
町

当
別
太

北
栄
町

六
軒
町

太
美
町

樺
戸
町

東　

町

西　

町

太
美
町

東　

町

白
樺
町

▼
友
志
会
（
市
川
政
廣
代
表
）
か
ら
３
万
円

▼
匿
名
の
方
か
ら
３
千
円

▼
北
栄
町
婦
人
会
（
袖
山
百
合
子
会
長
）
か

ら
タ
オ
ル　

枚
・
石
鹸　

個

５０

２５

▼
栄
町
老
人
ク
ラ
ブ
（
宮
永
恒
夫
会
長
）
か

ら
タ
オ
ル　

枚
・
雑
巾
１
２
５
枚

８０

�
�
�
�
�
�
�

「
広
報
と
う
べ
つ
７
月
号
」
に
掲
載
の
寄
付

欄
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
深

く
お
詫
び
し
ま
す
。

（
誤
）�
野
恵
子
さ
ん
（
六
軒
町
）�
（
正
）

�
野
道
義
さ
ん
（
札
幌
市
）
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No.311

����

������
�����������	
��
�

����９月２日

　　　　13時～16時
�����　事前に福祉課福祉
係（�23－3019）へ。

���������	
��

����８月１２日、８月2６日

　　　　13時～16時
�����　町社会福祉協議会
（�2２－２３０１）へ。

����������������

�����������７月1日現在�
 （　）は前月との比較

����人��������

��������������

������������

��������������

�

�

�

�

������������������������������

������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
������������　道民の森管理事務所　�22－3911

　�
�
�
�
�
�
�
　
　

�
�
�
　
 
８
月　

日
（
木
）

１２

　

時
ま
で
に
神
居
尻
地
区

20
 
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー
に
集
合
。

�
�
�
　

大
型
天
体
望
遠
鏡
を

使
っ
て
、
夏

の
星
空
を
観

察
し
ま
す
。

山
は
明
か
り

が
少
な
く
き

れ
い
に
星
が

見
え
ま
す
。

���������
�
�
�
�
�
�
�
�
　
　

�
�
�
　

８
月　

日
（
土
）

２１

　

時
か
ら
翌
日
ま
で
。

１０神
居
尻
地
区
案
内
所
前
に
集
合
。

�
�
�
　

森
の
木
を
使
っ
た
炭

焼
き
体
験
。
で
き
あ
が
る
ま
で

時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
一
度
体

験
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
自

分
で
作
っ
た
炭
で
料
理
す
る
の

も
楽
し
い
で
す
ね
。   

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������		

����

��

������

��������

��������	
��
��

��������	

������

����������	
�

��������	
�
������

���

������
��������	��
������

��������	
�����������

��������	
��
���������

����������	
������

��������	
��
��������������

��������	��������	������

��������	
��
��

���������	�
��
������

������������������		

����



������

��������	
�����������������

��������	��������	


����������������	�
������

��������	


�����������
������

��������

�����
������

��������	
��
�

���������	�
��
������

��������	
��
�

��������	
���
������

��������	
��
�

�������������	
�
������

��������	������

��������	
��
�

�
�

�
�
�
�
�

��������	
��
����

����������������	

　��������	
��
��������
��������	
�������
����

��������	
��
�����	���

�������

�
�

�
�
�
�

���������

��������

�������

���������

�������

���������

�������

���������

�������

����������	

�����

������������

��������������

������������

��������	

�������

����������

����������

��������	

��������	

�������

����������

��������

��������	

��

����

����



��������	 ��

　�����������������

13：00～
15：00

���日 火
���日 火

�月��日月

���

妊婦同士の交流を中心に元気に妊娠、出産
期を過ごしましょう。

���������	�
�
�
�
�
�
�
�
	



受付13：00～
14：00

����日 月
���月�日月

該当の日程を対象者へ通知します。
お子さんの成長を確認し、子育てや離乳食
など、日ごろの悩みを解消しましょう。

����������	


13：00～
13：30

���月�日火4歳未満　
ツ反判定が陰性のお子さんにBCGを接種
します。（予約不要）

��������	


���月�日木�������

9：30～
14：00

����日 月 
１歳から就学前までの幼児
虫歯のチェックと、歯を丈夫にするフッ素
の塗布を行います。

��������	


受付7：00～
　　9：00

����日 木�
���日 金

���基本健康診査、胃・肺・大腸がん検診、歯
科検診が受けられます。
肝炎ウイルス検診は４０・４５・５０・５５・６０・
６５・７０歳の方と過去に肝機能検査で異常が
あった方が受診できます。

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
��
�
��
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���日 火
���日 水
���日 木
���日 金

���

受付9：00～
　　9：15

����日 木�
���日 金

���基本健康診査と結核・胃がん・歯科検診が
受けられます。３５～３９歳の方は胃がん検
診も受診できます。

�������
���日 木
���日 金���

9：30～
11：30

���日 水保健師や栄養士が健康についての相談に
応じます。

����
���日 木���

9：30～
11：30

������日 金� 
�月��日金 

���

健康運動指導士が個別の運動方法をアド
バイスします。

��������	
�

毎週月・金曜
必要な方はゆとろの運動器具を使った運
動実践ができます

�������

10：30～
14：30

���日 水
���月�日水

脳卒中、神経難病などにより、体や言葉に
不自由さがある方。

������

10：30～
14：30

���日 水
��月�日 水

脳卒中など同じ病気を持つ仲間と交流や親
睦をはかりたい方。

�������

10：00～
13：00

���日 木外に出る機会の少ない高齢の方。���

10：30～
14：30

���日 火���外に出る機会の少ない高齢の方。�������

18：30～
20：30

����日 月
���日 月

���お酒で悩んでいる方とその家族。
���

申込・詳細は日中は江別保健所�011－383－2111、夜間は工藤�22－2510へ。
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要予約������������������

要予約�������������������	
��

�����������������

�������������������
���������	�

要予約����������������

�������������������������
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DPT（ジフテリア・百日せき・破傷風）

�生後３カ月～90カ月未満

DT（ジフテリア・破傷風

 �11歳・１２歳

麻しん�生後12カ月～90カ月未満

風しん�生後12カ月～90カ月未満

■印の機関は事前に予約してから予防

接種を受けてください。
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食
中
毒
は
１
年
を
通
し
て
発
生

す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
が
、
気

温
が
上
が
る
８
月
に
１
番
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
ポ
イ
ン
ト
で
ご
家
庭
の
食

中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

　

生
鮮
食
品
の
購
入
は
最
後
に
し
、
購
入

し
た
ら
、
す
ぐ
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�

　

菌
は
室
温
に　

〜　

分
放
置
す
る
だ

15

20

け
で
2
倍
に
増
殖
し
て
い
ま
す
。
買
い

物
後
、
冷
蔵
・
冷
凍
が
必
要
な
食
品
は
す

ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
菌
の
多
く
は
低
温
状
態
で

あ
っ
て
も
繁
殖
が
遅
く
な
る
だ
け
で
死

滅
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冷
蔵

庫
を
過
信
せ
ず
、
早
め
に
使
い
切
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
庫
内
に
冷
気
を
行
き
渡

ら
す
た
め
に
、
食
品
は
つ
め
過
ぎ
ず
７
割

位
を
目
安
に
。

�
�
�
�
�
�
�

　

手
洗
い
は
、
食
中
毒
予
防
の
基
本
で

す
。
調
理
前
や
生
の
魚
・
肉
・
卵
を
扱
っ

た
時
は
、
し
っ
か
り
石
鹸
と
流
水
を
使
っ

て
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

食
材
は
、
流
水
で
よ
く
洗
っ
て
か
ら
調

理
し
ま
し
ょ
う
。

   
生
の
肉
・
魚
を
切
っ
た
ま
な
板
や
包
丁

は
そ
の
ま
ま
使
わ
ず
、
洗
っ
て
熱
湯
を
か

け
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。
肉
用
・
魚

用
・
野
菜
用
に
使
い
分
け
る
こ
と
が
ベ
ス

ト
で
す
。

　

ま
た
、
ま
な
板
・
包
丁
・
ふ
き
ん
・
ス

ポ
ン
ジ
な
ど
の
調
理
器
具
は
、
定
期
的
に

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
漂
白
剤
に
１
晩
付

け
込
む
と
消
毒
効
果
が
あ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

菌
は
熱
に
弱
く
、
ほ
と
ん
ど
の
菌
は　
75

℃
以
上
で
１
分
間
以
上
加
熱
す
る
と
死

滅
し
ま
す
。
加
熱
調
理
す
る
場
合
や
作

り
置
き
の
も
の
を
食
べ
る
時
に
は
、
し
っ

か
り
中
ま
で
熱
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

食
事
の
前
に
は
手
洗
い
を
し
っ
か
り

行
い
、
温
か
い
も
の
は
温
か
い
う
ち
に
、

冷
た
い
物
は
冷
た
い
う
ち
に
食
べ
、
常
温

で
の
放
置
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

　

温
か
い
お
か
ず
は
冷
ま
し
て
か
ら
冷

蔵
庫
へ
。
こ
の
季
節
は
特
に
作
り
す
ぎ

ず
、「
食
べ
切
る
」量
を
作
る
こ
と
も
大
切

で
す
ね
。

　

食
中
毒
の
症
状
は
、
腹
痛
、
下
痢
、
お

う
吐
、
発
熱
な
ど
風
邪
と
間
違
え
や
す
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
医
師
の
診
察
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　

食
中
毒
は
、
予
防
が
何
よ
り
も
大
切
で

す
。
家
族
み
ん
な
で
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

　
　
�
�
�
�
�
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 「当別に住むことになるとは夢にも思っていませ
んでした。これも何かの縁だったんですね。去年
の５月頃にたまたま主人の仕事の都合で家探しを
していたんです。ピアノの音などが、ご近所に迷
惑にならない札幌近郊の一軒家を探しているうち
に当別に住もうということに落ち着きました。ア
コーディオンがあるおかげで、当別でもすぐにた
くさんの方と知り合うことができました」と笑う成
沢さんが、当別に転入して１年が経ちました。
　演奏の依頼を受け何度か当別に足を運んだこと
はあったものの、そこが当別だと知っていたわけ
ではなく、札幌から近いけどずいぶん橋を渡ると
ころだなあと感じていた成沢さんが、当別と意識
したのは、コーラスをしている友人に誘われた昨
年２月のふくろう展のコンサートにギターと 三線 

さんしん

（沖縄の楽器）、アコーディオンのグループで演奏
したときだったと振り返ります。
　「ふくろうの会の方たちと親しくしてもらい、当
別っていいとこだなあという印象でした」
　ピアノやエレクトーンなど何でも弾きこなす成
沢さんが本格的にアコーディオンを弾くように
なったのは７年前から。鍵盤はお手の物だが、左側
につく伴奏用のベース＆コードボタン（１２０個）は
さすがに難しく道内でアコーディオンプロとして
活躍している先生に教えてもらいながら、すぐに
自分のものに。
　「以前から音色も好きだったんですが、いろんな
ことができる可能性がわかったときにやってみた
くなりました。やり始めたらアコーディオンの 虜 

とりこ

になってしまいました」

　ヨーロッパでは、大学にアコーディオン科もあ
り、クラシックから民俗音楽、ジャズ、シャンソン
と実にジャンルが広く昔から親しまれた楽器だそ
う。日本ではアコーディオン奏者の小林靖宏
（coba)さんがコマーシャル演奏などでイメージ
アップしてくれて、若い人たちがアコーディオン
に対する見方が変わってきたと言います。
　当別に越したばかりの昨年８月には、ロシアの片
田舎が舞台の音楽舞踊劇に、役者さんに混じって
アコーディオンを弾くというキャスティングでサ
ハリン公演に出演しました。歌と踊りが入る部分
は全て成沢さんのアコーディオン演奏で行われ、
とても盛況でした。週５日札幌に練習に通う日々
が続き大変だったというものの、充実感でいっぱ
いの仕事だったようです。
　当別では、今年のふくろう展と合わせて行った
「童謡唱歌を歌いましょう」のステージで、懐かし
い音色で曲を弾き、参加者は気持ちよく歌ってい
ました。
　また、夏至祭には、ギター仲間などとステージを
繰り広げ観客を魅了したほか、フォークダンス曲
もアコーディオンで生演奏するなど、フォークダ
ンスサークルの方からも感激されました。
　「当別では是非学校でも演奏したいと思ってい
ます。子供たちが生の音楽に触れて、将来なにか
音楽を自分のライフスタイルに取り入れたいとき
の入り口になれればいいなと思っているんです」と
話す成沢さんは、当別のアコーディオン奏者とし
て、これから町内外で素敵な音色を楽しませてく
れることでしょう。
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